
（５）連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

 

（会計方針の変更）

（平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

 法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実務対応報

告第32号 平成28年６月17日）を当連結会計期間に適用し、平成28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築

物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。

 この変更による当連結累計期間の連結財務諸表に与える影響は軽微であります。

 

（追加情報）

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用）

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当連結

会計年度から適用しております。
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（連結株主資本等変動計算書関係）

前連結会計年度（自 平成27年４月１日 至 平成28年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 

当連結会計年度期首

株式数 

（株）

当連結会計年度 

増加株式数 

（株）

当連結会計年度 

減少株式数 

（株）

当連結会計年度末 

株式数 

（株）

 発行済株式        

   普通株式 14,090,400 － － 14,090,400

     合計 14,090,400 － － 14,090,400

 自己株式        

普通株式 571,685 － － 571,685

     合計 571,685 － － 571,685

 

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 

 

（決議）

株式の種類
配当金の総額 

（千円）

１株当たり 

配当額 

（円）

基準日 効力発生日

平成27年６月26日 

定時株主総会
普通株式 54,075 4.00 平成27年３月31日 平成27年６月29日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

 

 

（決議）

株式の種類
配当金の総額 

（千円）
配当の原資

１株当たり 

配当額 

（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月28日 

定時株主総会
普通株式 54,075 利益剰余金 4.00 平成28年３月31日 平成28年６月29日
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当連結会計年度（自 平成28年４月１日 至 平成29年３月31日）

１．発行済株式の種類及び総数並びに自己株式の種類及び株式数に関する事項

 

当連結会計年度期首

株式数 

（株）

当連結会計年度 

増加株式数 

（株）

当連結会計年度 

減少株式数 

（株）

当連結会計年度末 

株式数 

（株）

 発行済株式        

   普通株式 14,090,400 － － 14,090,400

     合計 14,090,400 － － 14,090,400

 自己株式        

普通株式 571,685 337 － 572,022

     合計 571,685 337 － 572,022

 

２．配当に関する事項

(1）配当金支払額

 

 

（決議）

株式の種類
配当金の総額 

（千円）

１株当たり 

配当額 

（円）

基準日 効力発生日

平成28年６月26日 

定時株主総会
普通株式 54,075 4.00 平成28年３月31日 平成28年６月29日

 

(2）基準日が当連結会計年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌連結会計年度となるもの

 

 

（決議）

株式の種類
配当金の総額 

（千円）
配当の原資

１株当たり 

配当額 

（円）

基準日 効力発生日

平成29年６月28日 

定時株主総会
普通株式 81,110 利益剰余金 6.00 平成29年３月31日 平成29年６月29日
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（セグメント情報等）

１．報告セグメントの概要 

当社は、セグメントを構成単位とした「耐火物等事業」、「エンジニアリング事業」、「不動産事業」の３事業

を報告セグメントとしております。

「耐火物等事業」は、黒鉛坩堝・定形耐火物及び不定形耐火物の製造販売、「エンジニアリング事業」は、各種

工業炉の設計施工及び付帯する機器類の販売、「不動産事業」は建物、駐車場賃貸、太陽光発電事業であります。

これらの構成単位は、国内において包括的な戦略のもと事業を展開しており、それぞれ分離された財務情報が入

手可能であり、取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となってい

るものであります。

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、棚卸資産の評価基準を除き、「連結財務諸表作成のための

基本となる重要な事項」における記載と概ね同一であります。

 棚卸資産の評価については、収益性の低下に基づく簿価切下げ前の価額で評価しております。

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。 

セグメント間の内部収益及び振替高は市場実勢価格に基づいております。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額に関する情報

前連結会計年度（自  平成27年４月１日  至  平成28年３月31日）

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

連結財務諸表 
計上額 
（注）２   耐火物等 

エンジニア 
リング 

不動産事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 5,562,403 2,071,214 334,207 7,967,824 － 7,967,824 

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
20,664 － － 20,664 △20,664 － 

計 5,583,067 2,071,214 334,207 7,988,488 △20,664 7,967,824 

セグメント利益 225,068 291,474 177,408 693,950 △418,603 275,347 

セグメント資産 5,452,229 39,599 1,197,715 6,689,543 2,287,677 8,977,220 

その他の項目            

減価償却費 187,167 2,048 86,656 275,871 36,139 312,010 

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額 
175,955 155 7,700 183,810 6,000 189,810 

 （注）１．調整額は、以下のとおりであります。

   (1) セグメント利益の調整額△418,603千円は、主に報告セグメントに帰属しない本社部門の人件費及び経費

であります。

   (2) セグメント資産の調整額2,287,677千円は、全社資産及びセグメント間消去等を含んでおります。全社資

産は主に報告セグメントに帰属しない共用資産、投資その他の資産が含まれております。

     (3) その他の項目の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない本社ビルの減価償却費、有形固定資産及び無

形固定資産の増加額であります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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当連結会計年度（自  平成28年４月１日  至  平成29年３月31日）

          （単位：千円） 

  報告セグメント 
調整額 

（注）１ 

連結財務諸表 
計上額 
（注）２   耐火物等 

エンジニア 
リング 

不動産事業 計 

売上高            

外部顧客への売上高 5,601,745 1,888,021 332,909 7,822,675 － 7,822,675

セグメント間の内部売上高又

は振替高 
12,300 － － 12,300 △12,300 －

計 5,614,045 1,888,021 332,909 7,834,975 △12,300 7,822,675

セグメント利益 400,452 230,590 182,748 813,790 △436,469 377,321

セグメント資産 5,437,768 42,988 1,827,488 7,308,244 2,463,958 9,772,202

その他の項目            

減価償却費 169,496 1,174 78,214 248,884 36,593 285,477

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額 
133,406 2,460 714,660 850,526 － 850,526

 （注）１．調整額は、以下のとおりであります。

   (1) セグメント利益の調整額△436,469千円は、主に報告セグメントに帰属しない本社部門の人件費及び経費

であります。

   (2) セグメント資産の調整額2,463,958千円は、全社資産及びセグメント間消去等を含んでおります。全社資

産は主に報告セグメントに帰属しない共用資産、投資その他の資産が含まれております。

     (3) その他の項目の調整額は、主に報告セグメントに帰属しない本社ビルの減価償却費、有形固定資産及び無

形固定資産の増加額であります。

２．セグメント利益は、連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。
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（１株当たり情報）

前連結会計年度
（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

 
１株当たり純資産額 271.05円

１株当たり当期純利益金額 10.88円
 

 
１株当たり純資産額 291.43円

１株当たり当期純利益金額 21.46円
 

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式がないため、記載しておりません。

 なお、潜在株式調整後１株当たり当期純利益について

は、潜在株式がないため、記載しておりません。

（注）算定上の基礎

１． １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（自 平成27年４月１日
至 平成28年３月31日）

当連結会計年度
（自 平成28年４月１日
至 平成29年３月31日）

親会社株主に帰属する当期純利益金額（千円） 147,076 290,159

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益金

額（千円）
147,076 290,159

期中平均株式数（千株） 13,519 13,519

 

２． １株当たり純資産額の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前連結会計年度

（平成28年３月31日）
当連結会計年度

（平成29年３月31日）

純資産の部の合計額（千円） 3,664,307 3,939,603

純資産の部の合計から控除する金額（千円） － －

（うち非支配株主持分）（千円） (－) (－)

普通株式に係る期末の純資産額（千円） 3,664,307 3,939,603

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式の

数（千株）
13,519 13,519
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（重要な後発事象）

 当社は、平成29年３月21日開催の取締役会において、ＳＲホールディングス株式会社（本社 神奈川県川崎市）

の自己株式を除く発行済株式の全てを取得して子会社化することを決議し、平成29年４月３日付でＳＲホールディン

グスを子会社化いたしました。

（１）企業結合の概要 

①被取得企業の名称及びその事業の内容 

被取得企業の名称：ＳＲホールディングス株式会社（以下「ＳＲホールディングス」） 

事業の内容   ：不動産の賃貸管理、築炉工事請負等 

②企業結合を行った主な理由 

ＳＲホールディングスを子会社化することにより、ＳＲホールディングスの子会社である眞保炉材工業株式

会社（本社 神奈川県川崎市、以下「眞保炉材工業」）が当社の孫会社となります。眞保炉材工業は 1958 年

（昭和33 年）に設立された築炉工事会社であり、キュポラの築造・補修工事、アルミ溶解炉やアルミ保持炉の

保温・耐火工事などを手掛けるほか、耐火材料の製造・販売等を行っております。築炉事業の強化と、顧客基

盤の拡充を図りたいという両社のニーズが合致し、当社がＳＲホールディングスの自己株式を除く発行済株式

の全てを取得し、子会社化することといたしました。 

当社は上記統合による相乗効果をねらい、眞保炉材工業と当社技術の融合を図ることで、ブランド力、販路

を最大限に活用し、営業力強化と技術力強化を進めてまいります。 

③企業結合日 

平成29年４月３日 

④企業結合の法的形式 

株式取得 

⑤結合後企業の名称 

結合後の企業の名称に変更はありません。 

⑥取得した議決権比率 

100％ 

 

（２）被取得企業の取得原価及び対価の種類ごとの内訳 

 

取得の対価 現金 400百万円 

取得原価   400 

 

（３）主要な取得関連費用の内容及び金額 

アドバイザリーに対する報酬・手数料等   ７百万円（概算） 

 

（４）発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

現時点では確定しておりません。 

 

（５）企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳 

現時点では確定しておりません。 
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